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＜その他＞   
1. 平成11年4月1日付で有働公一助手が九州大学歯学部へ配置換、白石孝信助教授が九州大学より赴
任、三浦永理助手が東北大学大学院博士課程を修了して新規採用された。大学院生として韓国釜山大学
校の薛暁瀞が入学した。 2. 田中康弘助手は「Fe-Pd貴金属系歯科用磁性合金の新規開発のための基礎
研究」の課題で平成11年度長崎大学歯学部・同附属病院研究奨励制度の適用を受けた。 3. 白石孝信助教
授は「生体親和性に優れたパラジウム無添加ポーセレン焼付用金合金の開発」の課題で，平成11年度長崎

大学教育改善推進費（学長裁量経費）ならびに長崎先端技術開発協議会研究助成金の交付を受けた。   
  


